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婦人教育関連領域

農村婦人論の課題(素描)

農民主婦を中心に

社会教育研究家教授

l 戦後農村婦人の生活と意識の変化

美土路達雄

いわゆる高度経済成長期の農業変貌κ照応して、農村婦人の労働と生活、その意識と婆求も大

〈変ってきている。

戦後の農地改革と新民法の実施κよって農業・農村の条件は根本的κ変ったはずだが、その戦

後「民主化 j期κ農村青年が反封建の文化運動κ熱っぽく取り組んだ(あるいは取り組まねば走

らなかった)のと同じようκ、農村婦人κとっての当面の悩み〈したがって解決さるべき課題〕

として、まず「嫁姑問題Jがあった。農村では、婦人の過労のほかκ児童労働問題、長欠目当噛(

長野県塩回中学調査 1950)、人身売質問題の増加等(労働省婦人少年局調査、厚Eヒ省「児童の

福祉J1954)がひきつYいて問題だった。

だが、朝鮮戦争後、「高度経済成長 J の開始とともκ農村の相対的jI!li~詩人口は徐々κ排出され

はじめ、 1950年代の末Kは皐くも「農業の婦女化・老令化 jの赤信号が指摘されるよう K念っ

た(農林省「農村白書J1957年)。

そして、農村婦人の新しい梢みがつぎつぎとあらわれはじめた。それを諸穫の調査であとづけ

ると、つぎの諸点が顕著である。

1 農村の若年腐の農外流出は「嫁不足Jから「後継者難Jへと深刻化する(その後の対策として、

1962年、福島農村花嫁相談所、 1965年、徳島祭農協結婚相談所等が試みられるにいたる)0 

B 兼業化の拡大とあわぜ「手間不足」が樹す婦人の過労と健康問題を一層表面{じさせる(1954、

5、6年の労研の「農民の王手老κかんする調査J、1954年内降の農村医学会の「農民保健の

基礎研究J等)。

3. やがて 1960是正以降の都都の消費ノサー γの拡丘〔プロパ γガスを典裂とする圏独資的市場

の拡大と編制の進行と、持続的物価機長とが農村婦人の第ーの話題(嫁姑問題をぬいて)とt:

りはじめる(長野県農協婦 1962調査)。

4. 農業の近代化・省カイヒKよる耕転機、農薬の使用増と、母校保護よの新しい問題が主主場ずる o

( 195 8、9年の関東東山産量試の謂査は機械化κよる主婦労働の軽減を明らかκしたが、他方

1966年の佐久病院の調査は思〈も機械化Kとも念う早流産の増加を指摘、翌 196伴全国農

作業安全協会調査も向様、農薬事故についても 1957年厚生省の農薬事故謂査が必要となる)

5. とうして 1960年代¢半ばどろκかけて、農家生活、農村生活の万般を全体として問趨とせ

ざるをえなくなってきた(1961年の農林省生活改善課の「農家世話白番」、翌 62年同省振

興局の「農家生活の現状と問題点J、さらκ1965年労働省婦人少年局の農村協助員の設置千

人と、翌 6¥)年の齢す婦人問題連絡会議の開設 とれによって以上の問題のほか農村婦人g

体の農外就労の増加、児童問題等も指摘され、 1966年κは農林省と厚生省共同の生活総合諮

査が訟となわれる)。

-69-



6. 以上のように、 196伴代後半開農村婦人自身の通勤兼業、パ一人内戦の増大が自立ち

農民出稼ぎの留守家族問題(1966&手青森県の悉皆調査〕とともK、家庭・社会問題が農村婦

人の悩みとして大きくクローズア yプしてくる(労働省「農村婦人の農外就労κかんする調査J

1968年)0 

7. ととるが、問題はとどまるととろをしらず、さらκ発展する。出稼ぎ、離農のい〈つ〈とと

るが過疎開患であ b( 1967年経済審議会地域部会報告入老人問題である(197 5年全国農

業会議所調査「農家の進入問題ム 197昨秋田県厚生部福祉課「秋沼県(iC;t，.ける老人自殺

の状況J) 0 とうして、齢す婦人κとっても、社会穣祉〈環境問題入社会保障の要求がいよ

いよ切実なものとなってくる、のである。

ζうした状況κたいして、政府は農業労働災害補償制度(196伴農協青年部の調査と立法

運動、労働省災害被償保険審議会の「農業従事者をふくめた企業穣労災保険を適用する答申J、

7 0年実施)、農民年金制度(19 67年黒い霧解散時の「農民Kも恩給をJのキャッチフレー

ズから農林省内の「農民年金問題研究会 j設置、 1970年の基金制度化)をつ〈ったが、それ

は農基法体制j推進のため農民及び婦人の要求を先取し、歪曲したうえでのものだった。

だから、農民、農村婦人の側の動きとしては岩手県沢内町の乳幼児老人の医療無料化(1960 

年、以後 1971年迄κ54 7町村実施し国を動かす)と向様に、農村婦人の主婦年金、送後保

障をめぐる要求は切実かつ強力念ものとなる一方である。(全国農業会議所の「兼業農家κな

ける婦人農業専従者の意向κ関する調査J1973年によれば「行政への警要望事項jで「農家の主

婦年金その他祷祉充実Jが第 1位で 36.7%、「農畜産物価格支持J2 7 %、「道路水道等環境

整備J21.8%、f教育費値下げ・補助J1 6.8%、「まき後施設設立J9.0%となっている。同

年の全実謹の生活意識調査でも[不安 Jの第 1が「病気事故 J54.7%、第 Z位が「老後J25.5 

%である)0 

以上のようκ、農業労働災害や縫康κたいする要求K しても C196昨の第 10回農民健康

会議は農民の「職業病 Jと称した〉、 1 973年の第 1盛田会議はf健康権 jを打出し、社会保

償κしても、物価問題にしても、餅す婦人の諸要求は都市の婦人労働者や労働者の主婦のそれ

との共通牲をいちじるし〈大きくしているのが特徴といえるo

2 農村婦人論の分析視角

とうした農村婦人の悩みと要求の共通性を正しくとらえるととは大切である。その共通性はま

さしく現代資本主義の総結果としての貧図化の新しい形態を反狭するものだからである。

だが、問時にそうした悩みと要求のでてくる農村婦人独自のメカニズムはそのものとして追求

されねばならぬであろう。「献す婦人の状態は現代の農村の婦人運動、生活防衛運動の土台であ

り、出発点であるJといわねば念らぬ。

との点κ関連して、都市の婦人労働者と労働者の主婦Kついては、 197併記代初頭の婦人論

争が大き1.l::態論的実践的寄与をしたが、農村婦人論κついてはどうか。

との婦人論々争は、婦人のf社会的住産への参加 j、「公的産業への復帰」がー現実Kは家

事、育児等ニ望書三重の労働苦をもたらしつつもなb ーバースぺクテイプ1.l::r歴史的積緩的意義J
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(布施晶子〕をもっととを確認、し、また主婦Kついても一一それを潜在失業者として教条主義的

κみるのでなく一回独資下の紋奪激化によって「直接的社会関心を高め(犬丸義一入その要

求の、したがって運動の民主主義的性格のつよまりJ(柴田悦子)を篠認するという成果をあげた。

だが、それを農村婦人論とのかかわりから再照射し、検定するとき、そとκは尚深めらるべき

方法論上の問題がいくつかあるととも見落してはならねであろう。

たとえば、柴田悦子は、私有財産から「解放Jされたプロレタリアートの単婚家族の独自の窓

義を指摘し「労働者階級の婦人Kのみ社会的生産労働への復帰の道が開かれたととJを強調して

いう。「資本主義以前の農~の姿や、手工業者の委は夫ととも κ労働κ参加していたが、その参

加の仕方は、家事労働=家内労働の延長としての労働であり、その労働κ対して評価は得られず、

社会的労働として位置づけはできない私的労働κ腐していたJと(r婦人解放の今日的課題 J、
g本科学者会議編『現代の資本主義(下巻)国民生活と経済的民主主義~ 197 6・12・大月

1 50頁〕。

との指摘はむろん一面の正しさをもっている。

農民の小所有、直接的κ社会化されてい念い孤立分散労働が今日でもn:i，.柴泊の指摘した性格

を残存さぜているととはたしかで、 ζれは大切な指摘といわねばならね。したがって、そうした

土台K照応した掛す婦人の諸関係は資本主義下でも完どな残っている。

たとえば、前節でみた「嫁姑問題 JVC しても、及川和浩『嫁と姑~ ( 19自8年、未来社〕から、

増rn光吉「よめとしうとめの調査 J(1971年神戸近郊農村1.660人対象鵠査で抗争jのものが
寝藤をみぜている〕κいたるまで尾をひいている(港人問題として〕。

また、核家族化した農家が 8苦手iをしめる一方、農家のまき人のいる世帯の 8苦手iまでが、昌代ない

し4代の直系家族である。

そζKは小所有を基礎とl!史家腕勢係が厳然とある。したがって銃述の「兼業農家に訟ける婦人

農業専従者の意向κ関する調査 J(全国農業会議所 1973是正)でさえ、家計支出権(r婦人が決
める J75.9%、)、農業経営方針決定権(r婦人 J10.0%.、「夫と相談して J63.4%、「親と相

談して J10.4%)、農地所有権(r全部自分J 3.7%、「一部自分J7.1%)という割り振りで
あり、総理府の婦人κ関する諸問題調査会の「現代の日本婦人 J( lil74)でみても、委κa分

の lの財産の相続権のある ζとを「知っているJもの、全毘婦人平均 33%、農家の主婦 24%、

といった兵合で、農家の主婦で知っているのは岳人VCl人弱κすぎない。

だが、そうした再調のよκ既述のようn:共通の悩みと聖要求がつよまっているととるK事態の本

質はある。

つまれ農民なよび家族の労働はたしかに麗梯1VC社会化された労働ではないが、単なる私的

労働でも念〈、無償労働でも念い。資本主義下のそれは「商品生産そのものが現物経済K爵有の

小さな経済単位の細分状態を破壊して、小さñ:地方的市場~位大念国民的(ついでまた世界的〉

市場K結合(し……)、自分のための生産は社会全体のための住産κ転化しJ、いわば市場関{系

宏通して社会{じされた労働κなっているのである(レーニγ 「発展J第 S巻 633頁)。

したがって、複合ウクラッド下の現実K訟ける婦人の地位を直接的に社会{じされた労働との関

係でみるととは 大切な視点だが それのみでは短絡で、その理論的フレームウアークとし
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てまず労働の直接間接の社会化の進行を基礎にぜねばt.::ら念い、と考える。

しかも、国独資下の労働の社会化は、告すでκ労働貴族を形成するのと同じく、政策的富農育

成と、②、一般民主主義の制限(たとえば労働基本権と同じく民法改悪〕をも槌伴する。既述の

嫁姑問題、相続問題もその例外ではない(195臨の第l回涙の企画母親大会でも嫁姑問題の訴

えがあったが、翌 195昨吉田内閣の企図にたいする家族制度復活反対連絡協議会の総決起大会

では参加した農村の娘は恋愛と結婚の自由を、嫁は角のt.::いとドの悩みを訴えている)。

しかも、とうした間じ反動が労働者の委震にも結婚後の共同形成財産の所有権をみとめよう

とし念い等、という性格を残し、つよめているのであって、その両面を資本の捕捉、包摂の総過

綜の念かκそれぞれ位置づけてとらえるととが不可欠である。

その上で、階級、階層百iJK独自の関係を分析せねばならぬ。だから、その意味では、逆KI専

業主婦」のタームも不十分ぎを残ナ。労働者の主婦は労働者階級の一員であり、勤労市民の主

婦はプチブルジヨアで、それらを一指して専業主婦とよぶのは科学的で念いであろう、しかも、

もともと、主婦は職業ではない〕。

3 戦前の農村綿入の状態

ととろで、残存高1]次階級たる小商品生産者婦人の、 f残存 jし、そして強化される独自の差別

関係去、それκもかかわらず資本主義的労働の社会化句進行κともなう共通の貧困と陶冶のからみ
は歴史的κトレースざまL、確定されねばならない。その場合、戦前の状態が初期条件とさtるが、

むろん、それも明治、大正、昭和と変化するが そζでの研究ないし資料は家々たるもの

で(次項の文献築参照〕、われわれはまだ手さぐりの状態というほかは左い。したがって、とと

ではその模索のなかから触ええた問題点のい〈っかを要約するにとどめざるをえない。

1. 労働婦人の実態κついてわれわれは明治の産業資本の確立期以降「職工事情J、fs本の下

層社会J1女工哀史 J等、いくつかの誇るべき古典的関連著述をもつが、農村婦人κついての

それはない o 片山潜のノイエ・ツアイトへの報告『臼本の婦人の地位~ (1913年r全集』第
畠巻 289頁〕 κしでも農村婦人Kは B、8行をきいただけである。

とうした農村婦人論の砂漠Kついて柳田由男はとういっている。「年代記や覚え書きの類は、

如何t.::る場合κも常の姿を委き残そうとはしなかった。それと悶様にあまりありふれて居た為

κ、却って多くの凡人性活が不明κなっている J( 1妹の力 H 全集』第 9巻 9頁)。

をた、瀬川清子もいう、 f文献を守三とした従来の国史をとシしてみると、過去の各時代K男

子の数κ匹激するほど多くの女性が生存してかった、という事実を信じかねるJ( W女のはた

らき~ 1962・未来社 6真〕。

王手ぃ話が 前掲警の詳細かつグイグイッド1主婦人労働者κついての記述は実は樹すの子女

κついてのそれKほか念らぬが、それはその労働者的側面κついてのみで、彼女らの f年季あ

けJ帰村、または結婚後の状態、農村の諸関係への影響は皆目不明でるる(その点は「あ L野

麦峠 jも向じ)。

わずかKW農民哀史~ (渋谷定輔)が 1926・7・12の頃の女工あがbの嫁と姑のいさかい

C 1やくざ嫁」よばわり〕と、夫ともどもの家出Kふれているが、とうした齢すκ4かけるノラ
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の家出ともいうべき指織は重要なものとしてもっと掘起きれねば念らないと辛子もう o

そのほか、病気の持込み、出稼女工の古雑誌送り(瀬111前掲番 80頁〉、帰村κとも1.:う都

市流行歌、背広、靴その他の流行(名古箆女性史研究会『母の時代』、大塚カ『べんとうら語』

1971雄山間 78頁)等も後述の文化・教育関係の一指機たるを失わ念い。

2 戦前、農村婦人の状態κついて真正面から取b組んだものとして、われわれは稲田昌植f農

業婦人問題Jl(1917・4丸山舎)と、丸岡秀子F日本農村婦人払鳴j]( 1 白川・ 8・高揚書

院〕の 2つのすぐれた著作をもっo ともκ帝国主義段階K入ってからのもので、それぞれ約

者は第 l 次大戦中の労力不足、後者は大恐慌後の、それ1.:~の農村婦人問題の独自の登場を反

映ずる〈職業労働問題、参政権問題、社会問題等)。

期ぜずして、両事まは農業労働になける婦人労働の地位をそれぞれ国勢調査κよってマクロκ

概括し、後者はさらκ農家経済調査(農林省入その他フイーノレト・ウアーク(東大、京大、

その他)V'Cよって、ミクロ念労働、生活時間κまで立入る分析をしている(その他生活時間調

査は 1941年のNHKのそれもある〕。

ζ うした量的なフ ν…ムゥワークの確定作業はその推移比較ができるまで科学的κ進め、そ

のうえに農村婦人の実状をさらκふくらましていくととが必要である。

3. 農村婦人の労働と生活の状態の原点的地位をしめすものとしてはまず民俗学的叙述が手がか

りを与える。例えば瀬111の『女のはたらき J、『村の女たちj](以上未来社〕は自民治期の奥村

婦人の労働のなかで、衣料生産の辛苦の意外の大いさKついてのべている。

とのよう念生産労働の撃庄は、単なる「芸家事労働の延長J(柴田悦子)というよりは、「現

物経済Jの必然であり、いわば家事と生産労働の未分化1.:状態というべきであろう。半封建的

土地所有のもとで、全雪量‘除価値を高選小作料として収奪される小作農の場合はその頂点である。

だが、それは単なる私的労働でもなく、無償労働でも1.:ぃ。日本資本主義の蓄積の重要なー形

態だったのだから、まず、そとからbさえてか』る必要がある o

したがって、国内市場の形成Kつれて農業の商業化が進むかたわら、繊維部門を雨心κ産業

資本が確立すると、繊維作物とともκ機織りの村々から織女がへり、女工と念っていく皮肉を

瀬JlIは指摘している(それは戦後の外麦総入、裏作放棄Kよって、変作農民が輸入のアメリカ

小麦積卸しの沖仲仕K出稼ぎ、関東地方の麦作地帯の農村婦人がイ γスタントラ…メ y工場κ

ノミートで通勤しはじめるのと似ている)。とうした過程は日本資本主義のヤジマーへーレン的

形態部分として長〈ひきづってみられた。農村婦人が機織b技能を失っていく経過はととろに

よっては戦後κもみられた(熊谷元一『村の婦人生活j]1954.a・新評論社、 70真、 97

貰)。また、その過程での「古着市場の拡大Jも農村特有のものとして分析の必要がある o

とのよう κして[労働の社会化 Jは農村婦人の労働と生活をかえていったのである。

4. 農村婦人のネ士会住活の重要な一函として保健衛生問題がある。それは第 1次大戦後の、いわ

ば帝国主義段階の富国強兵策、都市問題の対策とともκ登場する。

内務省「農村保健衛生実地調査J( 1918-22)、同 128ケ町村調査(1921-25)、南崎

雄七(内務省按琵)r齢す衛Eとの笑績J(帝盟農会報 16巻 10号以下 5回連載〕等は、単

に農村の保健衛生関係のみ2どらず、衣、食、住、文化関係にたよぶ包括的な実態を明らかκ
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し、原点的念資料を提供しているo

いま立入る余裕は老いが、前者の部分Kついては、昭和期の林、高橋等の農村医療関係、調査

研究と、後者κついては、たとえば子供の弁当、もらい風呂、台所の実積等、戦後の熊谷の調

査と比較して興味ぶかい。とくに、戦前の樹すの食事は地方的Kととなり、それらの推移を包

括的κ子供の弁当でみるととは一方法である。

5. 文化教育関係

丸岡秀子Kよれば、昭和恐慌後の段階でも農村婦人の「心配 jは凶作、「楽しみ」は食べる

ことである(前掲議)。

むろん、新聞、雑誌の購読率は低い。

農民の学力Kついては太田発の壮丁調査からのすぐれた分析があるが( 11 農民の学力~ Ii恩

惣~ 1955・9、岩波 上意下'遠のための学力を指摘)、もともと農村には「百姓は種本iさ

え著書ければいい」、 rEf姓κ生学問はいらない jという思想がある(渋谷f野良κ叫ぶ』平凡社
定本、 38賞、『農民哀史Jl1925・8・22日記いだが、そζでの桑摘み日傭取婦人の「楽し

みはうまいものときもの、先はヤミだ、百姓はやちた〈ないが字がみえんからJとの言葉は労働

者VC;xるκあたっての一定の文化水準の必要性を裏カミら指摘するものといえる。

そして、市場侵係を通しての労働の社会化、商業的農業の発展は衝すの子女の進学主容をジワ

ジワと高めてい〈。戦前κ;i，'ける、その地域別、階層別の変化の事例調査分析が寝泊竹三郎r
農村社会の教育 ~(1950 ・ 8 、高稜社)にまとめられているが、そとでは明らかK商業的農

業地帯の進学率の上昇(女K学聞はいらぬという差別をのりとえて〕を立証している。

鼠芸村、事差益村では「家事育児のための時間が水田村よりも多く認められている。農作業は

女子のためκ分化している。作業が分化しているととろ、そとには作業と生活との会主事化への

工夫もよ京れ易い環境念のである)。

6. 農村の婦人・解放運動

さて、最後κ、その「環境Jを主体的κ生かし現実のものとしていく最も実要な契機、運動
面を瞥視してなく必要がある。それも労働の社会化の不可欠の-iJl.IJ臨である。戦前ではすでに

鈴木文四郎( 11 婦人払噛の話~ 1929.6、朝日新聞 203頁】が、戦後では帯刀、米国、柴田

等が指摘するよう κ 、第 1 次大戦後の労農運動の~湯のEねで樹す婦人の大衆的;x斗いと自覚が

進む。また、農民組合のみで念〈、水平社でも 192生年第2回大会κは婦人の組織化が進みは

じめる(片山潜全集8巻103頁、その他水平新聞及び月刊「解放 j参照)。

こうして、労働の社会化の進展のなかでの労働者なよび労働婦人を先頭とする解放闘争の前

進がみられ、さらκそれとともκ農民;i，.よひ'農村婦人の菌加、とりわけ後者の差別克服の闘い
と、主体形成が進みだナのである。

北海道Kシいては鋒須賀はじめ農壌の小作争議κbける婦人の闘いやアイヌの母の差別の苦

労がいま高橋三枝子その他Kよって精力的K発掘されている。

それらは絶対主義天皇制の弾配下κ関寒ぜしめられるが、その力議がEきい谷間Kたえてフェ

ニックスのようκ!I.よるととはあらためてつけくわえるまでもまいであろう。
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